
明褐色軽石：
オレンジ軽石（ＯｒP）

・淘汰の良い粗粒砂層。

・砂質シルト層。

・粗粒砂層。
・基底に礫を伴う。

・軽石を含むシルト
質な細粒砂。

・平行葉理、黒色斑
点が見られる。・活断層研究会編（1991）による確実度Ⅲのリニアメントの

両側に分布する高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）の下面に、
高度不連続は認められない。

a

オレンジ軽石
（ＯｒＰ）

火山灰層
（lm）

高位段丘堆積層
（H４）

六ヶ所層
（R）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の地質断面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p87 加除修正



・戸鎖南方リニアメントの位置を挟んで、砂子又層下部層が連続して分布している。

・砂子又層下部層の内部構造に不連続は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の露頭スケッチ図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p88 加除修正



○六ヶ所村戸鎖南方には、Ｅ－Ｗ方向のＬＤリニアメントが断続的に判読される。また、約１ｋｍ南方の位置
に活断層研究会編（1991）が確実度Ⅲのリニアメントを図示している。

○ＬＤリニアメントの位置を挟んで、高位段丘堆積層（Ｈ５面堆積物）の下面がほぼ水平に連続して分布して
いる。

○活断層研究会編（1991）による確実度Ⅲのリニアメントの両側に分布する高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）
の下面に高度不連続は認められない。

○以上のことから、ＬＤリニアメント及び活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメント周辺には、
第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しないものと判断した。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖付近のリニアメント・変動地形のまとめ

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p89 再掲



２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等

２．１．１ 出戸西方断層

２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形
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・活断層研究会編（1991）が図示している確実度Ⅲのリニアメント周辺には、空中写真判読
により、リニアメント・変動地形は判読されない。

・確実度Ⅲのリニアメントは、直線状の谷にほぼ位置し、泊層の安山岩溶岩にリニアメント位
置を挟んで不連続は認められない。

・新第三系中新統の鷹架層及び泊層と、こ
れを覆う第四系中部更新統の高位段丘
堆積層等が分布する。泊層は、主に凝灰
角礫岩及び安山岩溶岩からなる。

敷地

敷地

敷地近傍の地質平面図

活断層研究会編
「新編 日本の活断層」（1991）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近の地質

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p91 加除修正



なす角 37°

真の傾斜 12°

①断面における
みかけの傾斜

約7°

7ﾟの傾斜

写真A

なす
角37°

写真B

・写真に示す露頭には、新第三系
中新統の泊層が広く露出しており、
下位の凝灰角礫岩（Tob）と上位
の安山岩溶岩（Tol）との境界が
明瞭に観察される。

・当該露頭は急崖のため、境界の
走向傾斜を直接測定するのは困
難だが、仮に河床露頭の走向傾
斜（TN4ﾟE、12ﾟW）を用いた場合、
①断面におけるみかけの傾斜は
約7°と算出される。

・大局的な地質分布に基づいて描
かれる①断面での境界の傾斜と、
上記のみかけ傾斜とを下図に重
ねて比べると、両者はほぼ一致し
ており、地質構造解釈として妥当
なものであると考えている。

写真B TN4ﾟE、12ﾟWを示す露頭

北→←南

老部川

5m

凝灰角礫岩
（Tob）2m

老部川

←南東 北西→

安山岩溶岩
（Tol）

凝灰角礫岩
（Tob）

写真Ａ 泊層凝灰角礫岩（Tob）と安山岩溶岩（Tol）との境界
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近の地質（TobとＴolの傾斜についての検討）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p92 加除修正



TN65ﾟW、4ﾟSを示す
（平成27年10月撮影）

・活断層研究会編（1991）が図示している確実度Ⅲのリニアメント周辺には、泊層の連続露頭が確認されるが、
断層は認められない。

（平成18年撮影）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近の泊層（凝灰角礫岩）の連続露頭（リニアメント横断部：近傍）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p93 加除修正



・活断層研究会編（1991）が図示している確実度Ⅲのリニアメント周辺には、泊層の連続露頭が確認されるが、断層は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近の泊層（凝灰角礫岩）の連続露頭（リニアメント北方延長部）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p94・95 加除修正



○活断層研究会編（1991）は、六ヶ所村老部川（南）上流付近に、確実度Ⅲのリニアメントを図示している
が、確実度Ⅲのリニアメント沿いには、空中写真判読により、リニアメント・変動地形は判読されない。

○確実度Ⅲのリニアメントは、直線状の谷にほぼ位置し、泊層の連続露頭に断層は認められず、泊層の
安山岩溶岩もリニアメント位置を挟んで不連続は認められない。

○六ヶ所村老部川（南）上流付近に活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメント付近には、
第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しないものと判断した。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形のまとめ

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p96 再掲
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余 白



２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層

２．２．１ 横浜断層

２．２．２ 野辺地断層

２．２．３ 上原子断層

２．２．４ 七戸西方断層

２．２．５ 上原子断層と七戸西方断層の連動
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横浜断層帯横浜断層

50 10km

・活断層研究会編（1991）「新編 日本の活断層」は、横浜町有畑東方から同町横浜東方にかけて、ＮＮＥ－Ｓ
ＳＷ方向、長さ４ｋｍ、活動度Ｃ、「活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）」の横浜断層を図示・記載し、
開析扇状地に西側隆起20ｍの逆むき低断層崖がみられるとしている。

・今泉ほか編（2018）「活断層詳細デジタルマップ［新編］」は、むつ市中野沢付近から横浜町向平付近に、長さ
約10ｋｍ（図読では約13ｋｍ）、ほぼ南北方向に延びる西側隆起の逆断層帯として横浜断層帯を図示・記載し
ている。

・当社は、むつ市中野沢東方の畑沢川左岸から横浜町有畑東方の鶏沢川を経て、同町横浜南東の荒内川右
岸に至る約13km間に、ＮＮＥ－ＳＳＷ～Ｎ－Ｓ方向のＬＢ、ＬＣ及びＬＤリニアメントを断続的に判読している。こ
のうち、鶏沢川付近から横浜町北東の田ノ沢川付近に至る約４ｋｍ間が活断層研究会編（1991）の横浜断層
に、林崎川付近から荒内川付近に至る約10ｋｍ間が今泉ほか編（2018）の横浜断層帯にほぼ対応する。 横浜断層の空中写真判読図

畑沢川左岸

鶏沢川

荒内川右岸

田ノ沢川

林崎川

中野沢

（図読：断層の端点間の長さを示す。）
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活断層研究会編
「新編 日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

文献調査、空中写真判読

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p98 再掲



畑沢川左岸 鶏沢川 荒内川右岸

田ノ沢川

・むつ市中野沢東方の畑沢川左岸から横浜町有畑東方の鶏沢川を経て、同町横浜南東の荒内川右岸に至る約13km間に、
ＮＮＥ－ＳＳＷ～Ｎ－Ｓ方向のＬＢ、ＬＣ及びＬＤリニアメントが断続的に判読される。

・リニアメントは、主に高位面（Ｈ３面、Ｈ４面、Ｈ５面及びＨ６面）の山側向きの崖、鞍部からなり、このうち鶏沢川付近から横浜
町北東の田ノ沢川付近に至る約４ｋｍ間が、活断層研究会編（1991）の横浜断層にほぼ対応する。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

空中写真判読図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p99 再掲



北川代沢・南川代沢
付近の調査結果

蜆沢中流部付近の
調査結果

鶏沢川東方付近の
調査結果

向平付近の
調査結果

松栄付近の
調査結果

三保川付近

南川代沢付近

・新第三系中新統の泊層及び蒲野沢層、新第三系鮮新統～第四系下部
更新統の砂子又層、第四系中部更新統の高位段丘堆積層、第四系上部
更新統の中位段丘堆積層及び低位段丘堆積層等が分布する。

・南川代沢付近から三保川付近にかけての砂子又層には、ほぼＮＮＥ－Ｓ
ＳＷ方向に延びる１背斜・１向斜からなる褶曲構造が認められる。背斜の
東翼部には、東急傾斜の撓曲構造が認められ、この撓曲構造上に西上
がりの逆断層が認められる。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

地質平面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p100 再掲



・①～③断面付近では、
砂子又層が同斜構造を
示す。

・南方にかけて（④～⑨
断面）、砂子又層に撓
曲及び断層が認められ
る。

・⑩断面付近では、砂子
又層が同斜構造を示す。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

地質断面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p101 再掲



・反射法地震探査の結果、砂子
又層の撓曲部に西上がりの逆断
層の存在が推定された。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

反射法地震探査結果（鶏沢測線）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p102 再掲



● 鶏沢東方のトレンチ

・トレンチ調査の結果、洞爺火山灰を含む層準に断層変位が及んでおり、その上位の阿蘇４火山
灰を含む層準にも断層による変形が及んでいる可能性を否定できない。

洞爺火山灰を含む層準
南側壁面トレンチスケッチ図

ＷＥ
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

鶏沢川東方のトレンチ調査結果

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p103 再掲



① ②

③
④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

・北川代沢では同斜構造が確認され、撓曲構造は北川代沢
まで連続していないことから、当該位置付近を横浜断層の
北端と評価した。

北川代沢

向平

西傾斜 55° 西傾斜 66°

西傾斜 63° 西傾斜 60°

西傾斜 64° 西傾斜 55°

写真左右反転

写真左右反転
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

北川代沢付近の調査結果（北端）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p104 再掲



・反射法地震探査の結果、リニアメント・変動地形の延長位置の砂子又層に
断層及び撓曲構造は認められない。

向平

松栄
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

反射法地震探査結果（向平測線）（南端）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p105 再掲



向平

松栄

ボーリング範囲は、反射法地震探査のCMP番号250～
450にほぼ対応

南側のリニアメント延長位置

OrP
Toya

砂礫：H5面
堆積物

砂子又層上部

・南側のリニアメント・変動地形の北方延長位置で行ったボーリング調
査の結果、砂子又層上部は西緩傾斜の同斜構造を示し、Ｈ５面堆積物
の上面にも有意な不連続は認められない。

・反射法地震探査の結果、リニアメント・変動地形の延長位置の砂子又
層に断層及び撓曲構造は認められない。（前ページ）

横浜断層の南端は、向平と評価した。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

向平のボーリング調査結果（南端）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p106 再掲



横浜断層約15km

・横浜断層の長さは、北川代沢付近（北端）から向平付近（南端）までの約15kmと評価した。

○南端位置
・向平付近
・リニアメント・変動地形の延長位置
の砂子又層に断層及び撓曲構造は
認められない。

・東側が低い高度不連続は認められ
ない。

○北端位置
・北川代沢付近
・北川代沢では同斜構造が確認され、撓
曲構造は北川代沢まで連続していない。

○鶏沢川東方のトレンチ調査位置
・洞爺火山灰を含む層準に断層変位が及んでおり、
その上位の阿蘇４火山灰を含む層準にも断層によ
る変形が及んでいる可能性を否定できない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

横浜断層のまとめ
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層

２．２．１ 横浜断層

２．２．２ 野辺地断層

２．２．３ 上原子断層

２．２．４ 七戸西方断層

２．２．５ 上原子断層と七戸西方断層の連動



野辺地断層※１

上原子断層※１

七戸西方断層※２

野辺地断層※１

上原子断層※１

2.50 10km5.050 10km

野辺地断層

上原子断層

七戸西方断層※２
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山崎ほか
50万分の１活構造図「青森」（1986）

活断層研究会編
「新編 日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

断層名 長さ 確実度 変位の向き

４ 野辺地断層 7km Ⅱ 西側隆起

５ 上原子断層 2km Ⅱ 東側隆起

６ 天間林断層 9km Ⅱ 西側隆起

７ 十和田市西方断層 6km Ⅲ 西側隆起

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑のあるリニアメント

活 断 層 ：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ、今後
も活動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定される
が、現時点では明確には特定できないもの

断層名 長さ

野辺地断層※１ 約4km（図読）
（推定活断層）

上原子断層※１ 約3km（図読）
（推定活断層）

断層名 長さ

野辺地断層※１ 約7km（図読）

上原子断層※１ 約2km（図読）

七戸西方断層※２ 約22km（図読）

※１：活断層研究会編（1991）の断層名とした。
※２：活断層研究会編（1991）の天間林断層及び十和田市

西方断層を一括して七戸西方断層とした。

（図読：断層の端点間の長さを示す。）

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

文献調査①（野辺地断層、上原子断層及び七戸西方断層）

まとめ資料
（2018.10.31）
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・青森県の調査結果によれば、文献が指摘する野辺地断層沿い
に判読されるリニアメント周辺には、第四紀層に断層の存在を示
すような地層の乱れは認められず、リニアメントは組織地形によ
るものである可能性が高いとしている。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

文献調査②（青森県（１９９８）の調査結果）

まとめ資料
（2018.10.31）
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野辺地断層に対応するＬＤリニアメント判読範囲

ＬＤリニアメント南方延長の田代平
溶結凝灰岩の火砕流堆積面

・判読されるＬＤリニアメントは、ほぼ地層境界に対応する。
・ＬＤリニアメント北方延長の高位面（Ｈ４面）及び南方延長の田代平溶結凝灰岩の火砕流堆積面（約40万年前）に断層運動に起因
する変位及び変形は認められない。 174

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

空中写真判読図
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・Ｍ３面、Ｍ２面、Ｍ１面及びＨ５面に、
西側隆起の変形は認められない。

段丘面区分図に示した各段丘面の旧
汀線位置、標高を投影。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

旧汀線高度分布図
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海底勾配：1.4%
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・①②断面に示すＭ３面の勾配は、海底勾配と概ね調和的
であり、その平面形態も併せて考えると、小池・町田
（2001）が指摘するような海成段丘であると考えられる。

・それより上位の高位面群は、海底勾配よりやや急な傾斜
を示すものの、段丘構成層が河成層（砂礫）を示すことか
ら、小池・町田編（2001）が指摘するような扇状地性段丘
群であると考えられる。

縦：横＝10：1縦：横＝10：1
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

野辺地断層北方の地形断面図 1/5
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・③断面に示す段丘面の勾配は、海底勾配と概ね調和的ないし
はやや急であるが、ボーリングコアで確認される堆積物の状況
も併せて考えると、小池・町田編（2001）が指摘するような扇状地
性段丘群であると考えられる。

・④断面に示す段丘面の勾配は、海底勾配と比べて有意に急傾
斜であるが、ボーリングM-1からM-4にかけて確認される堆積物
の状況と地層の連続性から、小池・町田（2001）が指摘するよう
な扇状地性段丘群であり、撓曲変形によるものではないと考え
られる。 縦：横＝10：1

地形面勾配：2.7%
M２面

標高
( m )

40

20

0

100

80

60

-20

-40

120

140

160

標高
( m )

40

20

0

100

80

60

-20

-40

120

140

160

H４面

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000

LDリニアメント
延長位置

1/2.5万 地形図 DEM 国土地理院

地形面勾配：2.9%

地形面勾配：
2.2%

海底勾配：1.8%

③

N-4孔

N-5孔

To-H
To-Of

To-Rd

OrP

N-4-①

N-4孔
掘削長 16m

To-H
To-Of

N-5孔
掘削長 6m

To-H
To-Of

To-Rd

OrP

N-4-①

To-H
To-Of

リニアメント
北方延長位置

M１面

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500

H５面

80

60

40

140

120

100

20

0

160

180

200

標高
( m )

80

60

40

140

120

100

20

0

160

180

200

標高
( m )

H３面 H３面

H４面

LDリニアメント

1/2.5万 地形図 DEM

地形面勾配：4.9%

地形面勾配

④

M-1～4孔
4.5%4.8%

① ②

③

④

⑨

⑤ ⑥ ⑦ ⑧N-4 N-5

M-1

～4

177

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

野辺地断層北方の地形断面図 2/5
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To-H

To-Of・⑤断面に示すＭ２面の勾配は、海底勾配と概ね調和的であり、その平面形態から海成段丘であると考
えられる。

・⑤断面に示す高位面の勾配は、海底勾配と比べて有意に急傾斜であるが、④断面の事例から、小
池・町田編（2001）が指摘するような扇状地性段丘群であり、撓曲変形によるものではないと考えられ
る。

・⑥断面に示す中位段丘面は、海底勾配と概ね調和的ないしはやや急であるが、ボーリングコアで扇
状地性堆積物（柱状図中水色表記）が確認されることから、その影響が表れているものと考えられる。

縦：横＝10：1

① ②

③

④

⑨

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

N-6
N-7
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

野辺地断層北方の地形断面図 3/5
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・両断面に示すＭ２面の勾配は、海底勾配と概ね調和
的ないしはやや急であるが、ボーリングコアで扇状地
性堆積物（柱状図中水色表記）が確認されることから、
その影響が表れているものと考えられる。

・両断面図に示す高位面群の勾配は、海底勾配と比べ
て有意に急傾斜であるが、④断面の事例から、小池・
町田編（2001）が指摘するような扇状地性段丘群であ
り、撓曲変形によるものではないと考えられる。

縦：横＝10：1
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２．２．２ 野辺地断層

野辺地断層北方の地形断面図 4/5
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・⑨断面に示すＭ３面の勾配は、海底勾配と概ね調和的であり、その平面形態も併せて考えると、
小池・町田編（2001）が指摘するような海成段丘であると考えられる。

・それより上位の高位面は、海底勾配よりやや急な傾斜を示しており、周囲の高位面と同様、小池・
町田編（2001）が指摘するような扇状地性段丘であると考えられる。

縦：横＝10：1
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野辺地断層北方の地形断面図 5/5

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p117 再掲



野辺地断層に対応するＬＤリニアメント判読範囲

添ノ沢付近のルートマップ

・文献が指摘する野辺地断層周辺には、新第三系中新統の小坪川層、松倉山層及び市ノ渡層、第四系中部更新統の古期低地堆積
層及び高位段丘堆積層等が分布する。

・ＬＤリニアメント沿いには、断層露頭は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

地質平面図
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・リニアメントは、小坪川層と市ノ渡層また
は高位段丘堆積層との境界にほぼ対応
することから、相対的に硬質な火山岩類
からなる小坪川層と、相対的に軟質な堆
積岩からなる市ノ渡層または未固結の
高位段丘堆積層との岩質の差を反映し
た浸食地形であると判断した。

・市ノ渡層は、東に約30゜傾斜する同斜構
造を示し、下位の小坪川層を不整合に
覆う。また、高位段丘堆積層は、下位の
小坪川層及び市ノ渡層を不整合に覆い、
地形なりに堆積している。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

地質断面図
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・リニアメントを挟んだ両側の段丘面対比が妥当かどうか確認するため、
リニアメントの両側でボーリング調査を実施し、テフラ層序や段丘堆積
物の観察・火山灰分析を行った。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

野辺地断層北方のLDリニアメント位置におけるボーリング調査位置
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・ ボーリング調査の結果、下位より新第三系中新統の小坪川層、第四系中部更新統の古期低地堆積層並びに高位段丘堆積層、第四系中部～上部更新
統の火山灰層が分布する。

・高位段丘堆積層以浅の地層は、LDリニアメント（鞍部）の両側で連続性が良く、「テフラ層序」「火山灰層・段丘堆積層それぞれの層厚」が両側でほぼ同一
であることから、同一の段丘面に対比されるものと判断される。また、高位段丘堆積層は、地形面の高度分布、層相、示標テフラとの関係からＨ４面である
と判断した。

・リニアメント位置直下の小坪川層ないしは貫入岩の上限面（不整合面）は、西側が高い高度差を有しているが、高位段丘堆積層の上面及びＯｒＰに高度不
連続は認められないことから、第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しないものと判断した。

SW

←
ＮＥ
→

火山灰分析用
試料：M-2-①

火山灰分析用
試料：M-3-①
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

野辺地断層北方のLDリニアメント位置におけるボーリング調査結果
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・活断層研究会編（1991）の「活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）」及び判読されるＬＤリニアメントの位置を挟んで、古期低地堆積層
が５°～８°東傾斜して分布しており、断層運動に起因する変位及び変形は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

東北町添ノ沢付近の古期低地堆積層の分布
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工藤・植木（2006）から
引用・一部着色

・倉岡川におけるフィッション・トラック法年代測定の結果（下位テフラ：0.4±0.1Ma）は、文献が示す値（0.4Ma）と同等である。

図：工藤・植木（2006）
から引用・一部着色
年代値：村岡（1991）
から引用

注）平面図中の断面番号は七戸西方断層の資料中の番号と対応している。 186

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

古期低地堆積層の年代観
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○文献が指摘する野辺地断層周辺にはLDリニアメントが判読されるが、このうち、北部のＬＤリニアメントは、小坪
川層と高位段丘堆積層（Ｈ３面堆積物）あるいは松倉山層との地層境界にほぼ対応し、南部のＬＤリニアメントは、
主に小坪川層と市ノ渡層あるいは高位段丘堆積層（Ｈ２面堆積物及びＨ３面堆積物）との地層境界にほぼ対応す
ることから、相対的な岩質の硬軟の差を反映した浸食地形であると判断される。

○地形断面の検討の結果、野辺地断層北方延長位置において、Ｈ３面以降の段丘面に西側隆起の変形は認めら
れず、また、南方延長の田代平溶結凝灰岩の火砕流堆積面に断層運動に起因する変位及び変形は認められ
ない。

○北部のＬＤリニアメントについては、ボーリング調査の結果、高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）の上面及びＯｒＰに
高度不連続は認められない。

○地表地質調査の結果、古期低地堆積層は、添ノ沢付近においてLDリニアメントを挟んで４°～８°東傾斜を示し
ており、断層運動に起因する変位及び変形は認められない。さらに南方の栗ノ木沢、山屋及び大林川周辺では
リニアメント周辺で４°～14°東傾斜を示しており、リニアメント近傍で傾斜が大きくなるなどの傾向は認められ
ない。

・文献が指摘する野辺地断層付近には、第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しな
いものと判断した。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

野辺地断層のまとめ
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層

２．２．１ 横浜断層

２．２．２ 野辺地断層

２．２．３ 上原子断層

２．２．４ 七戸西方断層

２．２．５ 上原子断層と七戸西方断層の連動



・上原子断層周辺には、５km間に、ＬＢ及びＬＣ

リニアメントが判読される。

・リニアメント北方延長の高位面（Ｈ４面）、南方
延長の田代平溶結凝灰岩の火砕流堆積面
（約40万年前）にリニアメントは判読されない。

赤川

坪川

清水目川

枇杷野川
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．３ 上原子断層

空中写真判読図
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赤川

坪川

清水目川

枇杷野川

添ノ沢

宇道坂

・上原子断層周辺には、新第三系中新統の市ノ渡層、新第三系鮮新統～第四系下部更新統の砂子又層、第四系中部更新統の古期低地堆積層及び
高位段丘堆積層、第四系上部更新統の十和田火山軽石流堆積物等が分布する。

・赤川右岸で、高位段丘堆積層（Ｈ３面堆積物）を変位させる断層露頭（Ｋ－１露頭）が認められる。さらに、清水目川右岸及び宇道坂北方にも断層露頭
（Ｋ－２露頭及びＫ－３露頭）が認められる。 190

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．３ 上原子断層

地質平面図
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縦：横＝２：１

地質凡例

地層名 記号地質時代

完 新 世 沖積低地堆積層

低位段丘堆積層

高位段丘堆積層

古期低地堆積層

小坪川層

松倉山層

市ノ渡層

砂子又層

田代平溶結凝灰岩

第

四

紀

更

新

世

後
期

中

期

新
第
三
紀

中新世

Tp
十和田火山

軽石流堆積物

前期

鮮新世

H４

L３

H５

H３

H１

H２

Tw

do

I

M

K

S

al

～

断層

地層境界線

L Bリニアメント

LCリニアメント

LDリニアメント

・枇杷野川右岸の①断面では、小坪川層を不整合に覆い高位段丘堆積層が分布し、東側が高い高度不連続は認められない。

・ＬＢリニアメントが判読される付近の②及び③断面では、小坪川層、市ノ渡層及び砂子又層が急傾斜で接しており、その上位の高位面（Ｈ３面）に
東側が高い高度不連続が認められる。

・坪川沿いの④断面では、田代平溶結凝灰岩が分布しており、同凝灰岩を構成する堆積面には東側が高い高度不連続は認められない。

赤川

坪川

清水目川

枇杷野川

添ノ沢

宇道坂
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．３ 上原子断層

地質断面図
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赤川

清水目川枇杷野川

添ノ沢

〈Ｋ－１露頭〉
〈Ｋ－２露頭〉

〈Ｋ－３露頭〉

・これらの断層露頭においては、断層と第四系上
部更新統との関係が確認されず、第四紀後期
更新世以降の活動性が否定できない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．３ 上原子断層

断層露頭スケッチ図
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縦：横比=10:1

H4面

H5面

⑩
H3面

H4面

※

※：野辺地断層に対応するリニアメント・変動地形であり、
組織地形として評価済み。

・枇杷野川右岸に分布する高位面（Ｈ４面）にリニアメント・変動地形
の位置を挟んで高度不連続は認められないことから、当該位置を
上原子断層の北端と評価した。

上原子断層
北端

⑩

K-3露頭

K-1露頭

K-2露頭

・野辺地断層のリニア
メント南方延長位置

・上原子断層南端
・七戸西方断層北端
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．３ 上原子断層

枇杷野川右岸の高位面（Ｈ４面）の地形断面図（北端）
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Tw面

Tw面

⑬

縦：横比=10:1※１：野辺地断層に対応するリニアメント・変動地形であり、組織地形として評価済み。
※２：七戸西方断層に対応するリニアメント・変動地形である。

※１

※２
※２

※２

上原子断層
北端

⑬

K-3露頭

K-1露頭

K-2露頭

・野辺地断層のリニア
メント南方延長位置

・上原子断層南端
・七戸西方断層北端

・坪川右岸に分布する田代平溶結凝灰岩の火砕流堆積面（Ｔｗ面）にリニアメント・変動地形の
位置を挟んで高度不連続は認められないことから、当該位置を上原子断層の南端と評価した。

⑬断面付近拡大
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．３ 上原子断層

坪川右岸の田代平溶結凝灰岩の地形断面図（南端）
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・上原子断層の長さは、枇杷野川右岸の高位面（北端）から坪川右岸の田代
平溶結凝灰岩の火砕流堆積面（南端）までの約5kmと評価した。

○北端位置
・枇杷野川右岸の高位面（Ｈ４面）（⑩断面）

・高位面（Ｈ４面）にリニアメント北方延長位置を挟んで高度不連続は
認められない。

○断層露頭

・Ｋ－１露頭、Ｋ－２露頭及びＫ－３露頭では、断層と第四系上
部更新統との関係が確認されず、第四紀後期更新世以降の
活動性が否定できない。

○南端位置
・坪川右岸の田代平溶結凝灰岩の火砕流堆積面（Ｔｗ面）（⑬断面）

・田代平溶結凝灰岩の火砕流堆積面（Ｔｗ面）にリニアメント・変動地
形の位置を挟んで高度不連続は認められない。

⑩

⑬

K-3露頭

K-1露頭

K-2露頭

坪川

枇杷野川

上
原
子
断
層
約
５
km
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．３ 上原子断層

上原子断層のまとめ
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層

２．２．１ 横浜断層

２．２．２ 野辺地断層

２．２．３ 上原子断層

２．２．４ 七戸西方断層

２．２．５ 上原子断層と七戸西方断層の連動



坪川

道地川

矢神
市ノ渡川

奥入瀬川

・坪川右岸から十和田市矢神に至る約22km間に、ＬＣ又はＬＤリニアメントが、平行又は断続的に判読される。

・ＬＣリニアメントは、主に西側の山地と東側の台地との境界付近に当たる地形の傾斜変換部又は鞍部の断続として判読される。

・ＬＤリニアメントは、主に山地斜面に認められる谷、崖及び鞍部の断続として判読される。

・このうち、山地と台地との境界付近に判読されるLCリニアメントが、活断層研究会編（1991）の天間林断層及び十和田市西方断層に
ほぼ対応する。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．４ 七戸西方断層

空中写真判読図
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S-1ルートS-2露頭

坪川

道地川

矢神
市ノ渡川

奥入瀬川

・七戸西方断層周辺には、新第三系中新統の和田川層、小坪川層及び市ノ渡層、新第三系鮮新統～第四系下部更新統の砂子又層、
第四系中部更新統の古期低地堆積層、田代平溶結凝灰岩及び高位段丘堆積層、第四系上部更新統の低位段丘堆積層及び十和
田火山軽石流堆積物等が分布する。
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２．２．４ 七戸西方断層

地質平面図
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矢神

坪川

道地川

市ノ渡川

奥入瀬川

③ ③’

④ ④’

⑤ ⑤’

⑥ ⑥’

⑦ ⑦’

⑧ ⑧’

・坪川付近から道地川付近にかけて、砂子又層及びその下位層に東側に50°～80°傾斜する
明瞭な撓曲構造が認められ、以北及び以南に比べて変形の程度が有意に高い。

・このうち、市ノ渡川付近から道地川付近にかけては、市ノ渡層や和田川層が逆転する程度変形
しているのに対し、これを不整合に覆う砂子又層は東傾斜を保っており、両者の傾斜には一定
の差が認められる。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．４ 七戸西方断層

地質断面図
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